
昭
和
二
十
七
年
厚
生
省
令
第
四
十
三
号

日
本
赤
十
字
社
法
施
行
規
則

日
本
赤
十
字
社
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
三
百
五
号
）
に
基
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
日
本
赤
十
字
社
法
施
行
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
定
款
変
更
認
可
申
請
手
続
）

第
一
条
　
日
本
赤
十
字
社
は
、
日
本
赤
十
字
社
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
款
の
変
更
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
左
に
掲
げ
る
書
類
を
添
附
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
定
款
変
更
の
条
項
（
新
旧
の
比
較
対
照
表
を
あ
わ
せ
て
記
載
す
る
こ
と
。
）
及
び
定
款
変
更
の
理
由
を
記
載
し
た
書
類

二
　
定
款
に
定
め
る
手
続
を
経
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類

２
　
前
項
の
定
款
の
変
更
が
、
日
本
赤
十
字
社
が
新
た
に
事
業
を
経
営
す
る
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
同
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
左
に
掲
げ
る
書
類
を
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
事
業
の
種
類
及
び
内
容
を
記
載
し
た
書
類

二
　
開
始
後
二
年
間
の
事
業
計
画
及
び
こ
れ
に
伴
う
当
該
初
年
度
の
収
支
予
算
書

三
　
事
業
経
営
に
必
要
な
資
産
調
書

３
　
前
二
項
の
認
可
申
請
書
類
に
は
、
副
本
二
通
を
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
助
成
申
請
手
続
）

第
二
条
　
日
本
赤
十
字
社
は
、
法
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
国
の
助
成
を
申
請
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
書
に
左
に
掲
げ
る
書
類
を
添
附
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
助
成
を
必
要
と
す
る
理
由
書

二
　
助
成
を
受
け
る
施
設
又
は
設
備
の
整
備
計
画
書
及
び
こ
れ
に
伴
う
収
支
予
算
書

三
　
別
に
地
方
公
共
団
体
か
ら
助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
助
成
の
程
度
を
記
載
し
た
書
類

四
　
当
該
事
業
年
度
の
事
業
計
画
書
及
び
収
支
予
算
書

２
　
前
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
登
記
の
届
出
）

第
三
条
　
日
本
赤
十
字
社
は
、
独
立
行
政
法
人
等
登
記
令
（
昭
和
三
十
九
年
政
令
第
二
十
八
号
）
の
規
定
に
よ
り
登
記
し
た
と
き
は
、
登
記
の
事
項
及
び
登
記
の
年
月
日
を
記
載
し
た
届
書
を
、
す
み
や
か
に
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
項
の
届
出
が
、
代
表
権
を
有
す
る
者
の
就
任
に
よ
る
変
更
の
登
記
の
場
合
に
係
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
前
項
の
届
書
に
代
表
権
を
有
す
る
者
の
履
歴
書
を
添
附
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
事
業
年
度
末
の
報
告
）

第
四
条
　
日
本
赤
十
字
社
は
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
五
箇
月
以
内
に
業
務
報
告
書
、
財
産
目
録
、
貸
借
対
照
表
及
び
収
支
決
算
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
立
入
検
査
票
）

第
五
条
　
法
第
三
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
当
該
職
員
の
携
帯
す
べ
き
証
票
は
、
別
記
様
式
に
よ
る
。

附
　
則

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、
附
則
第
十
項
の
規
定
は
、
法
附
則
第
一
項
の
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
社
会
福
祉
事
業
経
営
認
可
申
請
手
続
）

４
　
旧
法
人
は
、
法
附
則
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
社
会
福
祉
事
業
の
経
営
の
認
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
左
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
申
請
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
施
設
の
名
称
、
位
置
及
び
種
類

二
　
建
物
そ
の
他
の
設
備
の
規
模
及
び
構
造
並
び
に
そ
の
使
用
の
権
限

三
　
事
業
経
営
に
必
要
な
資
産

四
　
取
扱
定
員

五
　
事
業
開
始
の
予
定
年
月
日

六
　
施
設
の
管
理
者
及
び
経
営
を
担
当
す
る
幹
部
職
員
の
氏
名
及
び
経
歴

七
　
要
援
護
者
に
対
す
る
処
遇
の
方
法

八
　
経
理
の
方
針

九
　
開
始
後
二
年
間
の
事
業
計
画
及
び
こ
れ
に
伴
う
当
該
初
年
度
の
収
支
予
算

５
　
第
一
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。

（
臨
時
の
寄
附
金
募
集
の
届
出
）

６
　
法
附
則
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
届
出
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
　
寄
附
金
募
集
を
必
要
と
す
る
理
由

二
　
寄
附
金
募
集
の
地
域
、
期
間
、
方
法
及
び
目
標
額
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三
　
寄
附
金
募
集
に
要
す
る
経
費

四
　
寄
附
金
の
使
途

（
寄
附
金
募
集
結
果
報
告
）

７
　
法
附
則
第
十
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
当
該
寄
附
金
の
募
集
期
間
を
終
了
し
た
後
三
箇
月
以
内
に
、
法
附
則
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
当
該
寄
附
金
の
募
集
期
間
を
終
了
し
た
後
二
箇
月
以
内
に
す
る
も
の
と
す
る
。

（
日
本
赤
十
字
社
に
関
す
る
規
定
）

８
　
前
四
項
の
規
定
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
関
す
る
規
定
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
九
年
五
月
九
日
厚
生
省
令
第
二
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
一
二
月
二
六
日
厚
生
省
令
第
六
〇
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
三
月
二
四
日
厚
生
省
令
第
一
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
以
下
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
及
び
板
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
省
令
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
に
よ
り
改
正
さ
れ
た
規
定
で
あ
っ
て
改
正
後
の
様
式
に
よ
り
記
載
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
〇
月
二
〇
日
厚
生
省
令
第
一
二
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
省
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平
成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

３
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

４
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
三
月
三
〇
日
厚
生
労
働
省
令
第
九
六
号
）

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
五
月
七
日
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
そ
れ
ぞ
れ
の
省
令
で
定
め
る
様
式
に
よ
る
も
の
と

み
な
す
。

２
　
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
合
理
的
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
範
囲
内
で
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

附
　
則
　
（
令
和
元
年
六
月
二
八
日
厚
生
労
働
省
令
第
二
〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
省
令
は
、
不
正
競
争
防
止
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
令
和
元
年
七
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

（
様
式
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２
　
こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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別
記
様
式

別記様式 

(表) 

 

第 
 
 

号 

所
属
庁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

職

名 

氏

名 

生
年
月
日 

 

  

立

入

検

査

票 

 
 

 

令
和 

 

年 
 

月 

日
交
付 

厚

生

労

働

省 
 

印 

 
 

 
 

 
  

 

 
 

写
真
ち
よ
う

、
、
、
附 

 
 

 
 

厚
生
労
働
省
印 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

(裏) 

備
考 
こ
の
用
紙
の
規
格
は
、

と
し
、
厚
紙
を
用
い
、
中
央
の

点
線
の
所
か
ら
二
つ
折
と
す
る
。 

 

こ
の
証
票
を
携
帯
す
る
者
は
、
日
本
赤
十
字
社
法
第
三
十
六
条

の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
行
う
職
権
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 
 

 

日
本
赤
十
字
社
法
抜
す
い
、
、 

第
三
十
六
条 

厚
生
労
働
大
臣
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
法
令
、
法

令
に
基
い
て
す
る
行
政
庁
の
処
分
又
は
定
款
を
守
ら
せ
る
た

め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
日
本
赤
十
字
社
に
対

し
、
そ
の
業
務
若
し
く
は
財
産
の
状
況
に
関
し
報
告
を
さ
せ
、

又
は
そ
の
職
員
を
し
て
日
本
赤
十
字
社
の
事
務
所
そ
の
他
の

場
所
に
立
ち
入
り
、
業
務
若
し
く
は
財
産
の
状
況
若
し
く
は
帳

簿
、
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

２ 

前
項
の
職
員
は
、
同
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
票
を
携
帯
し
、
関
係
人

の
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
呈
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

３ 

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査
の
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の

た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。 
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